
令和 4年度（3年度実施分）事務事業目的評価表
様式1-1 記入日 令和04年12月05日
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務
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Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
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び
Ｄ
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事務事業名 No. 129 男女共同参画啓発事業
政策 安心して子どもを産み育て、誰もが豊かな心をはぐくむまち

この事務事業
施策 文化に親しみ、交流が盛んなまちにしよう

の位置
基本事業 男女共同参画

主管課名 協働推進課 課長名 山田　浩昭
この事務事業の開始時期 平成６(1994)年度 事務区分 □法定受託事務 ■自治事務
この事務事業の根拠法令 みよし男女共同参画推進計画

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

男女共同参画社会の実現に向け、みよし男女共同参画 少子高齢化が進む社会、国内経済活動の成熟化等、社
プランパートナーに基づく事業を推進し、男女共同参 会情勢の急激な変化に対応していくうえで、性別に関
画社会に向けた啓発を行う。 わりなく男女が互いにその人権、個性を尊重しつつ、
男女共同参画社会の実現と住み良い地域づくりのため 責任を分かち合い、男女共同参画社会の実現が急務と
に活動する団体を支援し、団体の育成と活性化を図る なっている。
。 本市においても、みよし男女共同

令

参画プラン『パート
「

和

ＳＤＧｓの取り組み：

 

５，８，１０，１７」

4
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（
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3
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年

同参
画社会を築く必要
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性別に関わり
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なく男女が、互いにそ

施

の人権を尊重しつつ責

分
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）

個
R3年度に実施した

事

具体的な 性と能力を発

務

揮することができる男

事

女共同参画社会の実現

業

を目指し、団体を対象

目

に
事業の方法、手順、

的

指標に対す セミナーを

評

開催した。令和２(2
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020)，３(202

表
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算又は予算額)Ａ 単位

名

348 866 586 3

課
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長
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財

名

源
内
訳

 国庫支出金 千

こ

円 0 0 0 0 0 0 0
 県

の

支出金 千円 0 0 0 0 0
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業
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千円 338 824 57

開
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9
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その他の費用Ｃ
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務

415
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業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

R3年度に実施した具体的な
事業の方法、手順、指標に対す
る成果等

事務事業を取り巻く状況は過去と比べ変化しているか (1)活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

名称 単位
①

変 化
②

内 容

対象(この事業の対象、範囲となる人、物) (2)対象指標（対象の大きさを表す指標）

名称 単位
①
②

目的(この事業によって上記対象をどのような状態にしたいのか) (3)成果指標（目的の達成度を示す指標）

名称 単位
①
②

結果(上位基本事業の意図) (4)結果の成果指標（上位基本事業の成果指標）

名称 単位
①
②

事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

R2年度 R3年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
指標 ＼ 年度 単位

実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値
(1)の ①

活動指標 ②
(2)の ①

対象指標 ②
(3)の ①

成果指標 ②
(4)の結果の ①
成果指標 ②

予算費目 会計 款 項 目

コスト 年度 R2年度 R3年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値

事業費(決算又は予算額)Ａ 単位

財
源
内
訳

 国庫支出金 千円
 県支出金 千円
 地方債 千円
 その他 千円
 一般財源 千円

人件費Ｂ 千円
正職員従事時間×人数 時間×人 × × × × × × ×
正職員以外の人件費 千円

その他の費用Ｃ 千円
トータルコストA+B+C 千円
単位あたりコスト ①

（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ/(2)の対象指標）②
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事務事業名 No. 129 男女共同参画啓発事業
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Ｃ
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目
的
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当
性

各事業ごとに対象者を決定し、年代や性別に応じた男女共同
この事業の必要性は薄れて ■ 得られている

参画啓発事業を実施できているため
いませんか。十分な成果が 理　由
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を
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社会情


